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Ⅰ新技術の解説

１要旨

(1) 本剤の成分は天然由来のでんぷんであり、散布によりハダニ類およびアブラムシ類は、物理的
作用で気門封鎖あるいは樹体への虫体の固定により致死する。

(2) リンゴ及びナシの落花後から６月下旬までの期間に本剤を散布することで、土着天敵を保護しな
がらハダニ類およびアブラムシ類の防除が期待できる。特に、落花直後の散布はふ化直後のリ
ンゴハダニへ高い防除効果がある。

(3) 残効が無いため、他の薬剤と同等の防除効果を得るには７日間隔で２回散布する必要がある。

２期待される効果

(1)
天然由来の製剤であることから、ハダニ類およびアブラムシ類を対象とした化学農薬の削減が期
待できる。また、訪花昆虫や天敵の多くが保護され、より環境に配慮した農業が推進できる。

(2)
ハダニ類およびアブラムシ類の抵抗性系統の出現の可能性は極めて低い。また、既存殺ダニ剤
に対して抵抗性を示すハダニ類に対しても有効である。

３適用範囲

 県内のリンゴおよびナシ栽培地域

４普及上の留意点

(1) 浸透性や進達性はないので、対象害虫に薬液が十分かかるよう丁寧に散布する。

(2) 生育期後半の散布では薬液がとおりにくいので、散布時期は、開花前から幼果期までが望ましい。

(3) 残効は期待できないので、十分な防除効果を得るには７日間隔で２回以上の散布が必要である。

(4)
製剤は水にすぐには溶けないので、十分に吸水後に攪拌する。また、調整する際に泡立ちが目立
つので、注意する。
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